
中堅・中小企業海外安全対策ネットワーク第３回幹事会会合 

（参加組織による最近の取組・活動方針等：平成３０年７月～１２月） 
平成３０年１２月７日 

ネットワーク事務局 

１）情報発信面での取組  

①国内における安全対策セミナー 

【エンジニアリング協会】 

・本年７月，公安調査庁から講師を迎え，東京において国際テロ要覧に関するセ

ミナーを開催。 

・本年９月，外務省および民間企業から講師を迎え，東京において安全対策セミ

ナーを開催。 

・本年１０月，東京ビックサイトにて開催された危機管理産業展(RISCON TOKYO)

を後援，また同展にてテロ対策訓練セミナー(H.E.A.T.® short version)を開催。 

・本年１１月，東京において，テロ対策訓練セミナー(H.E.A.T.® short version)

を開催。 

【海外建設協会】 

【海外生活における健康対策・安全対策セミナー】 

本年１１月３０日，外務省診療所から講師を派遣して頂き，海外において我が国建設

企業の成果を存分に発揮できるよう，安心安全な施工環境の整備・維持を実現するた

めの施策の一つとしてセミナーを開催（於 海建協）。赴任者家族のセミナー参加も可

能とし，現地での健康・安全対策に関する情報共有を実施。 

【海外邦人安全協会】 

・本年９月及び１０月，東京において，海外邦人安全協会主催で，安全対策セミ

ナーを実施。「海外での不慮の事故でのご遺体の送還という専門的な業務サービ

スの実際」及び「企業の危機管理意識と安全配慮（情報と周知）」をテーマとし

た。平成３０年度，引き続き安全対策をテーマに，安全対策セミナー等を東京に

おいて合計１０回程度実施予定。 

【外務省】（資料：別添１） 

・本年度も９月以降，札幌，東京，浜松，仙台，大阪において，企業関係者向け

に，政府関係者及び危機管理専門家による最新のテロ・一般治安情勢，危機管理

体制等に関する情報提供を行う安全対策セミナーを実施。今年度中に，更に広島，

名古屋，福岡，新潟で実施予定。 

・１１月２日に，外務省が一部費用を負担した形で，東京で官民合同テロ・誘拐

対策実地訓練の簡易版を実施。昨年までも，毎年国外での３日間の訓練と国内で

の全日の訓練を行っていたが，安全対策に資金的・人的リソースを割くことので

きない中堅・中小企業関係者でも参加しやすい数時間の簡易版の実施は，初の試

み。民間企業等から１００名以上の参加があり，メディアでも取り上げられた。 

・今年度からの試みとして，例年実施している大使による任国治安情勢講演会と

は別に，現場の事情に熟知した館員による治安情勢に特化した講演会を開催。初

回として１１月１５日に伯耆田在レオン総領事による講演会を実施したほか，１

２月１４日には，中村在南アフリカ共和国日本国大使館領事班長による講演会を

実施予定。 



【国際協力機構（ＪＩＣＡ）】 

・海外へ派遣予定の国際協力事業関係者向けに，毎月「安全対策研修（渡航者向

け）」及び「テロ対策実技訓練」を実施中（２０１６年１０月の開始以来，延べ

４１５４名が参加）。 

・業務スケジュール上，対面での受講が困難な関係者向けには，随時受講可能な

ウェブ版の研修を提供し，これまでに延べ１５４４１人が受講した。 

・上記に加え，２０１８年３月より，企業／団体の安全管理責任者（担当者）向

けに「安全対策研修（管理者向け）」を新たに開講するとともに，「安全対策研修

（渡航者向け）」及び「安全対策研修（管理者向け）」を地方６都市においても開

催。 

・これら研修・訓練については，中堅・中小企業海外安全対策ネットワーク関係

者も参加可能。 

【日本機械輸出組合】 

・本年９月に大阪で，１１月，１２月に東京で海外安全対策セミナーを実施。来

年度も同様のセミナーを大阪，東京において複数回開催予定。 

【日本在外企業協会】 

・年に１２回（東京１０回，大阪２回）の海外赴任前セミナー開催を計画し，東

京では９月と１１月，大阪では７月に開催。同セミナーは海外赴任者・帯同家族

を対象に「海外安全」と「健康・医療」，また「異文化」について基礎的な知識

を事前に身につけ，安心して赴任いただくために開催。 

・年に３回海外安全部会を開催しており，１０月には防衛省防衛研究所から講師

を招き「在外自国民の保護に関する各国の制度」と題した講演会を開催した。 

【日本・東京商工会議所】 

・全国の商工会議所・アクサ アシスタンス ジャパン・外務省と連携し，セミナ

ーを開催。東京では７月３日に実施し，同社担当者と外務省領事局邦人テロ対策

室長による海外安全対策に係る講演を実施（７８名参加）。 

【日本貿易会】 

・海外赴任者が，「海外安全対策・危機管理／異文化理解」，「法務・コンプライア

ンス」，「海外拠点の労務管理」について基礎的な知識を事前に身につけ，安心し

て赴任できるよう，年に６回（５月，７月，９月，１１月，１月，３月），海外

赴任前研修を開催。自社単独で研修を行えない会員企業から多くの赴任者が受講。 

・本年１２月に海外安全対策セミナーを開催。外務省診療所長を講師に招いて「海

外渡航における健康対策，安全対策，外務省の役割」について説明を行い，会員

企業間で情報交換のためのグループディスカッションを実施予定。 

【日本貿易振興機構（ＪＥＴＲＯ）】 

・外務省主催「安全対策セミナー」（於：札幌，東京，浜松（※），大阪，仙台，

広島，名古屋，福岡，新潟）に共催団体として参加。札幌，東京のセミナーで

はジェトロ職員が講師として登壇。「海外展開のビジネスチャンスとジェトロの

支援」について講演を行った（東京では「進出日系企業の安全対策 ―バング

ラデシュ・ダッカの事例をもとに―」）。今後広島，福岡，新潟でもジェトロ職

員が講演予定。※浜松，仙台では，中小基盤整備機構も含め３者による共催。 

・本年１０月，宇都宮で，ジェトロ主催の海外安全対策セミナーを実施。外務省

からも講師派遣。同様のセミナーを１２月に福岡，平成３１年１～２月，長崎



において開催予定。 

 

②国外における安全対策セミナー 

【外務省】 

・本年度も１１月以降，危機管理専門家を各国主要都市に派遣し，企業関係者を

含む在留邦人を対象に，テロ・誘拐・一般犯罪といったリスクに応じた安全対策

に関するセミナーを実施している。 

・本年１１月にバンコク郊外で，外務省員と企業関係者が合同で参加する３日間

のフィールド型の訓練を実施。昨年この場でいただいたご意見を受け，今年は実

施の３ヶ月前に参加者の募集を開始。 

【国際協力機構（ＪＩＣＡ）】 

・２０１８年１０月末現在，現地に派遣されている国際協力事業関係者向けの安

全対策研修・訓練セミナーを４カ国で実施し，延べ２１４名の出席を得た。２０

１８年度全体を通じて合計１２カ国での開催に向けて準備中。 

【日本機械輸出組合】 

・本年１１月にトルコ・イスタンブールにおいて「インフラ輸出に関する意見交

換会」を開催し，在トルコ日本大使館関係者が安全対策について講演を行った。 

 

③機関誌／機関紙への掲載 

【海外邦人安全協会】（資料：別添２） 

・月刊「子女教育」９月号に「自然災害や災難から子どもを守る」と題する，外

務省診療所メンタルヘルス・コンサルタント及び当協会理事へのインタビュー特

集記事を掲載。心に傷を負った子供たちに大人はどのように対処したらよいのか，

子供のためにできる危機管理など，「子どもを守る」がテーマ。 

【日本在外企業協会】 

・機関誌『月刊グローバル経営』を年１０回発行。１０月号では「海外勤務者の

健康を守る」特集号を発刊した。 

 

④海外安全対策関連資料の活用 

【海外邦人安全協会】 

・年１０回程度実施している海外邦人安全協会主催の安全対策セミナー，講師派

遣による講演会及びその他個別の要望等に応じて，「ゴルゴ１３の海外安全対策

マニュアル」単行本，「海外安全 虎の巻」等の資料を積極的に配布。 

【国際協力機構（ＪＩＣＡ）】 

・国内セミナー等の機会に「ゴルゴ１３の海外安全対策マニュアル」を出席者に

配布すると共に，「たびレジ」登録や外務省の海外安全ホームページを紹介。 

【日本・東京商工会議所】 

・日商・中小企業輸出投資専門委員会および東商・国際経済委員会が制作する全

国各地の中小企業の海外展開事例を紹介する電子冊子に「ゴルゴ１３の海外安全

対策マニュアル」の情報とＱＲコードを掲載予定（来年３月頃発行見込）。 

 

⑤ホームページ等を通じた広報啓発活動 

【外務省】（資料：別添３） 



・７月及び８月を「夏の海外安全強化月間」とし，７月３日に河野大臣からケン

ドーコバヤシ氏に「夏休み『たびレジ』登録推進書記官」を委嘱して「たびレジ」

登録推進を含む夏休み中の海外安全対策の広報・啓発を実施。８月３１日までの

キャンペーン中の「たびレジ」登録数及びＳＮＳでのリアクション数の合計に応

じて，ケンドーコバヤシ氏が参事官（１５万），公使（３０万），大使（５０万）

と順に昇進する仕組み。８月３１日に「たびレジ」登録数及びＳＮＳでのリアク

ションが５０万件を超え，ケンドーコバヤシ氏は晴れて大使に昇進した。 

・本年９月，「ツーリズムＥＸＰＯジャパン」に外務省ブースを出店し，海外安全

対策に関する広報を実施。２，５００人を超える来場者がその場で「たびレジ」

に登録又はアンケートに回答した。また，ＥＸＰＯ中の９月２３日には，吉本芸

人のインポッシブルとネルソンズの協力を得て，「ケンコバ×外務省『海外安全

対策劇場』」を実施。インポッシブルとネルソンズが，海外で遭いやすい事例を

テーマにショートコントを披露し，ケンドーコバヤシ氏が安全対策を指南した。

民放テレビ，スポーツ紙等に取り上げられた。外務省海外安全ＨＰでも映像を公

開している。 

・夏休みキャンペーンでの実績を踏まえ，１０月１７日，河野外務大臣からケン

ドーコバヤシ氏に対し，来年９月末までの約１年間，「『たびレジ』登録推進大使」

を委嘱。今後，年末年始や夏休みといった旅行シーズンを捉え，「たびレジ」登

録促進のための広報を行っていく予定。 

【日本商工会議所】 

・ホームページ・メールマガジン・会報・商工会議所イントラネットを活用し，

全国５１５商工会議所およびその会員企業に外務省主催セミナー等を周知。 

 

２）企業間勉強会・意見交換会の実施  

【日本在外企業協会】 

・５グループ（東京Ａ・Ｂ・Ｃ，中部，関西）の海外安全グループ研究会を開催。 

それぞれ年に４～５回開催。内容は各企業の安全対策実例紹介や安否確認方法，

海外医療対応，海外赴任前研修実施方法等の意見・情報交換を実施。 

【日本貿易会】 

・本年９月，海外安全対策ワーキンググループ（大手総合商社７社）を開催。外

務省領事局邦人テロ対策室からの最近の取組みについての説明に加え，情報交換

を実施。 

・本年１１月，官民合同テロ・誘拐対策実地訓練に参加。今後，日本貿易会にお

いても会員企業への訓練実施の検討を行う予定。 

 

３）企業向けサポートサービス（個別相談窓口等）の展開  

【国際協力機構（ＪＩＣＡ）】 

・ＪＩＣＡウェブサイトに昨年１１月に開設した安全対策専用ページ上に，これ

まで掲載していた国別の「安全対策措置（渡航措置及び行動規範）」に加え，本

年１１月から国別の「安全対策マニュアル」や注意喚起情報の掲載を開始し，国

際協力事業関係者の安全対策情報へのアクセスの更なる利便性の向上を図った。 

【日本貿易振興機構（ＪＥＴＲＯ）】 



・新輸出大国コンソーシアムの一環として，企業へ無償で危機管理の専門家がメ

ール相談対応を実施。 

【日本在外企業協会】 

・企業の海外安全・危機管理者の育成を側面から支援し，企業の危機管理対応力

の強化に貢献することを主眼に，基礎知識の習得に重点を置く「海外安全・危機

管理者」コースと，企業の危機管理責任者にとって必要な知識や分析力・判断力

等の実践的能力向上を図る「海外安全・危機管理責任者」コース（年１回）を本

年１０月に実施した。 

 

（了） 

 



 

外務省報道発表 
Ministry of Foreign Affairs of Japan 

平成３０年１１月１５日 

Ｇ－１３８３ 

 

伯耆田在レオン総領事による治安情勢講演会 

「メキシコ中央高原地帯（バヒオ地域）の治安情勢」の開催 

 

１  本１５日，東京において，伯耆田修在レオン総領事による治安情勢講演会「メ

キシコ中央高原地帯（バヒオ地域）の治安情勢」が開催されました。関心を有す

る日本企業・団体等から１００名以上の方が参加し，伯耆田総領事の講演に続き，

最近の治安情勢や望ましい安全対策等について質疑応答が行われました。 

 

２  本講演は，シリアにおける邦人殺害テロ事件を受けて設置された「在外邦人の

安全対策強化に係る検討チーム」の提言（２０１５年５月発表）に基づき実施さ

れたもので，同提言では，今後，中長期的に取るべき施策の一つとして，海外に

渡航・滞在する邦人や日本企業の安全確保に資する情報の発信強化が挙げられて

います。また，２０１６年７月に発生したダッカ襲撃テロ事件を受けて立ち上げ

られた同「提言」点検チームの報告書（２０１６年８月発表）においても，国民

への適時適切かつ効果的な情報伝達が重要であるとされています。 

 

３  今回は，こうした情報発信の強化に関する具体的な取組の一つとして，例年実

施している各国駐在大使による任国治安情勢講演会とは別に，近年日系企業の進

出が著しいメキシコ中央高原の治安情勢に特化した講演会を初めて開催しました。 

 

 

 

内容についてのお問い合わせ先 

外務省 領事局 邦人テロ対策室 栗原主査（内線：３０４８番） 

ＴＥＬ：０３－５５０１－８０００ 



  伯耆田在レオン総領事による治安情勢講演会 
「メキシコ中央高原地帯（バヒオ地域）の治安情勢」 

日 時 11月15日（木）14:30～16:00［受付開始 14:10～外務省中央口］    

 

場 所  外務省北国際大会議室（760号室） 

   住所：〒100-8919 東京都千代田区霞が関2-2-1      
   東京メトロ「霞ヶ関駅」下車 A4,A8出口徒歩1分 
   ※駐車場はございません。 
 

申 込  氏名・所属・連絡先（Eメールアドレス）を記入し，件名に「11月15日

講演会参加希望」と明記の上，11月13日（火）までに電子メールで 
ryoutai@mofa.go.jp 宛にお申し込みください。（定員を超過した場
合，キャンセル待ちでのお申し込みとなります。お申込後参加を取り
やめる場合には，その旨改めて上記メールアドレスまでお送りくださ

い。）   
 

お問合せ先 外務省領事局邦人テロ対策室（担当：栗原，佐藤）  
             電話：03-5501-8000（内線3048, 3496） 

 
 
 
  

１９７７年 ７月 外務省入省（本省アジア局と領事局において勤務。海外ではコ
スタリカ，エクアドル，パナマ，メキシコ，スペインにおいて計２０年間勤務。） 
 

最近の職歴 
２０１０年 ３月 外務省領事局領事サービス室 上席専門官 
２０１２年 ３月 外務省領事局政策課 上席専門官 
２０１２年 ５月 外務省領事局政策課 領事体制強化室長 
２０１３年 ８月―２０１７年１２月 海外緊急展開チームのメンバー 
２０１５年 ３月 外務省領事局海外邦人安全課邦人援護官 
２０１８年 １月―現在 在レオン日本国総領事館総領事 

伯耆田 修 在レオン日本国総領事館総領事 

中南米地域及び領事局にて豊富な勤務経験を有する。近年で

は，2013年アルジェリア・イナメナスの天然ガスプラントへの武装

勢力の襲撃事案や，2016年バングラデシュのダッカ襲撃テロ事案

に対応。海外におけるテロの現状や治安情勢，犯罪手口，安全

対策，緊急事態対応，外務省の安全対策の取組等について，

2015年4月以降約60本の講演を実施。 

ほうきだ   おさむ 

参加費無料 
（定員：１５０名） 

※例年実施している大使による任国治安情勢講演会とは別に，現
場の事情に熟知した館員によるメキシコの治安情勢に特化した講演
会を初めて開催します！ 

mailto:ryoutai@mofa.go.jp


 

外務省報道発表 
Ministry of Foreign Affairs of Japan 

平成３０年１１月５日 

Ｇ－１３１１ 

「官民合同テロ・誘拐対策実地訓練簡易版」の実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

１  11 月 2 日，外務省は東京において，「官民合同テロ・誘拐対策実地訓練簡易版」

を実施しました。この訓練は，これまで国外で実施してきましたが，民間企業関

係者にとってアクセスの良い東京で実施するのは今回が初めてであり，海外にお

ける危機管理を重要視する日本企業・団体から計１１５人が，外務省から９人が

参加しました。 

 

２  この訓練では，訓練の実施を委託した危機管理会社によるセミナーに続き，ほ

ふく前進や銃撃を受けた際の退避，止血法に心肺蘇生法，特急誘拐等の状況設定

の元でフィールド型の訓練が行われ，参加者による演習が行われました。 

 

３  近年，邦人の海外渡航や日本企業の海外進出の増加に伴い，邦人が海外でテロ・

誘拐事件等に巻き込まれる危険性も高まっている中，在外邦人の安全対策をこれ

まで以上に強化するとともに，緊急事態発生時における官と民の連携を強化する

ことが求められています。 

 

４  この状況を受け，外務省では，危機管理会社によるテロ・誘拐対策実地訓練の

簡易版を本年度初めて実施し，企業関係者からは定員を大幅に上回る応募があり

ました。このような訓練を契機として，今後も海外における日本企業の危機管理

体制が益々強化されることが期待されます。 

 

 

 

内容についてのお問い合わせ先 

外務省 領事局 邦人テロ対策室 藤内首席事務官（内線：３６８２番） 

ＴＥＬ：０３－５５０１－８０００ 























【参考】ツーリズムEXPOジャパン2018
・世界最大級の旅の祭典とされ，国内外から約1,400の企業・団体が出展し，約20万人
が来場。
・2014年から毎年9月に東京ビッグサイトで開催され，来年は大阪で開催予定。
・主催は日本観光振興協会、日本旅行業協会（JATA）、日本政府観光局（JNTO）。

ツーリズムEXPOジャパン2018 領事局ブースによる海外安全広報
（2018年9月20日（木）～23日（日）＠東京ビッグサイト）

●「ツーリズムEXPOジャパン2018」に，昨年に続き領事局ブースを出展した。
領事局職員が「たびレジ」登録を含む海外安全対策について広報を行い，
2500人を超える来場者がその場で「たびレジ」に登録又はアンケートに回
答した。

●23日（日）には，吉本興業の若手芸人の協力を得て，「ケンコバ×外務省
『海外安全対策劇場』」を実施し，民放テレビ，スポーツ紙等に取り上げられ
た。

「たびレジ」広報資料等を配布する領事局職員

１．領事局ブースでの広報活動
①展示：「たびレジ」や「よくある犯罪被害例」等をパネルで紹介。日本最古の
旅券のレプリカを含む日本の旅券の歴史を展示。

②海外安全相談：領事経験者が海外渡航に関する相談に対応。
③「たびレジ」登録又はアンケート回答者に，「ゴルゴ13の海外安全対策
マニュアル」（2,000冊）や「たびレジ」グッズ（1,600部）を配布。

④パスポくん着ぐるみ，ゴルゴ等身大パネルとの写真撮影スペースを設置。
⑤「海外安全虎の巻」（2,000冊）及び「たびレジ」冊子（3,500冊）を配布。

子供に大人気のパスポくん

旅券の展示 ブース内の展示を見る来場者

２０１８年９月
領事局



ステージの模様

２．ケンコバ×外務省 海外安全対策劇場
●冒頭，ケンドーコバヤシ氏の夏休みたびレジ登録推進「大使」への昇進を
お披露目。

●続いて，吉本興業の若手グループ「インポッシブル」と「ネルソンズ」が
ケチャップ強盗，ビュッフェレストランでの置き引き，ホテルの部屋での窃盗
をテーマに３つのショートコントを演じ，ケンコバ「大使」が安全対策を指南し
た。

●３００人収容の特設ステージで立ち見客が出る程の盛況であった。メディアも，
民放テレビ，スポーツ新聞，ネットニュース等が取り上げた。外務省海外安
全ＨＰ上にも映像を掲載予定。

ケンコバ氏の大使昇進お披露目 吉本若手芸人による寸劇

フォトセッション

http://news.yoshimoto.co.jp/assets_c/2018/09/20180923160210-87108199c0adbf111ad28170a2f6dcc32417e861-366593.php
http://news.yoshimoto.co.jp/assets_c/2018/09/20180923160024-2932ca3e59c9cde782b038fae8adde8ec29e0e88-366581.php


河野外務大臣と吉本興業社長及びケンドーコバヤシ氏の面会（たびレジ登録推進等）
（２０１８年１０月１７日（水）＠外務省） 平成３０年１１月

邦人テロ対策室

吉本興業 岡本共同代表取締役社長 ＣＯＯ

ケンドーコバヤシ（ケンコバ）大使

１．感謝状の贈呈

● 河野大臣から吉本興業社長及びケンコバ夏休み「たびレジ」

登録推進大使に対して感謝状を贈呈。

● 吉本興業は，笑いの力を通じて①たびレジ②ＳＤＧｓ③草の
根・人間の安全保障無償協力の広報に貢献。

● ケンコバは，夏休み中に「たびレジ」登録の認知度向上に貢献。
大臣の宿題を夏休み最終日の8/31に達成して大使に昇進。

２．更に１年間の「たびレジ」登録推進大使の委嘱

● 夏休みの成果を受け，河野大臣からケンコバに対して，来年９
月までの約１年間，「たびレジ」登録推進大使を委嘱。

● 河野大臣からは，「海外渡航の際には『たびレジ登録』が常識
という世の中に変えていきたい。来年９月までに１０割の登録
を目指してほしい（※現在は１割）。」との発言あり。

３．メディアの反応

● 民放テレビ，産経新聞，共同通
信のほか，ネットニュース
（NHKを含む約１４０サイト）で報道。


